
 

総合評価方式における継続学習の取扱いについて（改訂） 

平成２６年４月２５日 

山    口    県  

 
 山口県の総合評価競争入札方式における継続学習の取扱いについて、平成２６年５月
１日以降入札公告する工事について、下記のとおり改訂しましたのでお知らせします。 

記 

１ 改訂内容 

改   訂   前 

 当該年度の４月１日から入札通知日又は公告日までの間の任意の日から１年前

の間の、配置技術者の継続学習（ＣＰＤ）に対する取組状況（各認証団体推奨単位

以上とする。例、全国土木施工管理技士連合会の場合１年間に２０ユニット）を評

価するので、各認証団体の証明書の写しを提出すること。なお、各認証団体の証明

書により各認証団体の推奨単位以上の取組が確認できる場合に点を付与する。 

 

 

改   訂   後 

 当該年度の４月１日から入札通知日又は公告日までの間の任意の日から各認証

団体が設定する期間における、配置技術者の継続学習（ＣＰＤ）に対する取組状況

（各認証団体推奨単位以上とする。例、全国土木施工管理技士会連合会の場合１年

間に20ユニット、２年間に40ユニット、３年間に60ユニット、４年間に80ユニット

、５年間に100ユニットのいずれでも可）を評価するので、各認証団体の証明書の

写しを添付すること。なお、各認証団体の証明書により各認証団体の推奨単位以上

の取組が確認できる場合に評価する。 

 

２  対象となる任意の日（これまでと変更ありません） 

任意の日は技術提案資料を提出していただく際に提出者が定めていただくこと

となります。 
 

【例】「平成２６年６月１０日公告」の場合 
「任意の日」は平成２６年４月１日から平成２６年６月１０日までの間のいずれ

かの日となります。 

この場合 下表のとおりとなりますので参考としてください。  

 

      証 明 日         評価の対象  

 平成２６年３月３１日       ×      

 平成２６年４月 １日       ○      

 平成２６年５月１５日       ○      

 平成２６年６月１０日       ○      

 平成２６年６月１１日       ×      
  

お知らせ 



 

３ 提出する証明書（これまでと変更ありません） 

必ず各認証団体の証明書としてください。 

提出にあたっては写し（コピー）も可とします。 

会員個人がシステムから打ち出したものは対象としませんので御注意ください。 

 

４ 証明書の例及び注意点 

（１）証明書の例 ：(一社)全国土木施工管理技士連合会の場合 

 

 

 

 (一社)全国土木施工管理技士会連合会 

 継続学習制度（ＣＰＤＳ）学習履歴証明書 

 

 

 

                                         発行年月日 2014年○月×日 

 

 

 

 

 

 

 

申請日 2014年○月△日  

 

 

 

 

 

 

証明日 
と証明期間 

2014年◎月◎日（20XX年◇月▽日～2014年◎月◎日） 

      （証明日以前●年間の学習履歴を証明します。） 

会社名  △△△△建設（株） 

会社住所 

 

ＴＥＬ／ＦＡＸ 

 〒 XXX-XXXX 

  山口県○○市△△ 

 TEL XXXX-XX-XXXX           FAX XXXX-XX-XXXX 

  申請のあった上記表中の会社に所属する表－１の者の 

  証明日より以前 ●年間 のＣＰＤＳ学習履歴を証明します。 

 

                  (一社)全国土木施工管理技士会連合会 印 

 

   表－１（省略） 

 

 

  

（２）注意点 

ア 証明日が、当該年度の４月１日から入札通知日又は公告日までの間」である

ことをご確認ください。（上表参照） 

イ 証明期間は各認証団体が設定している期間を任意に選んでください。 

ウ 取得単位数が、各認証団体の証明期間に応じた推奨単位以上であることを 

ご確認ください。 

※(一社)全国土木施工管理技士会連合会の場合は、証明書の表―１の標準  

 ユニット欄に「取得」と表示されます。 

 


